
　新政権誕生と同時に「障
害者自立支援法廃止」を長
妻厚生労働大臣から発表さ
れた。
　今後は「障害者総合福祉
法」（仮称）となるようだが、
どのような内容になるのか。
　時の政権下でいつも翻弄
する障害のある人たち、そ
の声が届いて廃止になった
と思う。
　しかし、声の代弁者は学
識経験者、障害区分の軽い
方々、支援者・事業所の声
ではなかったか。何度も変
わる障害者福祉の法律、そ
の中で埋もれる「声なき声」
もある。言葉にできない沈
黙の声、叫びの声、表現し
ない声、ただ泣く声、怒っ
ている声、繰りかえす声、
皆違う声だが夫夫に表現さ
れている声がある。この声
は誰が反映するのか、今は
障害者の自己決定、選択の
時代となり「親」の意見は
子どもを「親」の言いなり
にする行為と取られがちだ。

それ故親の意見は有って無
いようなもの。しかし、わ
が子のことを一番把握して
いるのも「親」である。「本
人の自己決定、選択」に法
はどのような責任を負うの
だろうか。現行法は施設か
ら地域移行が主流となって
いるが、家族は熟してもい
ない地域に障害者を送り出
し、微に入り細に入りサー
ビスの対価として料金が発
生するサポート体制にむし
ろ不安さえ持っている。対
価に値するサービス供給が
本当にされているのか、障
害者サービスが商品化され
ているとも言われる今の福
祉に、長妻厚労大臣はどの
ような施策を出してくるの
か、大いなる関心を寄せて
いる。
　この国に暮らし、誰かの
支えなくしては生き抜けな
い心身障害者、高齢弱者が
「幸せ」と感じないようでは
政権交代の意味がないとい
わなければならない。
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救済大臣？
遠 藤 節 子（工房阿列布管理者）

千
草
群
像

【
今
月
の
言
葉
】
大
型
の
台
風
が
来
る
、
昭
和
三
四
年
、
伊
勢
湾
台
風
な
み
の
超
Ａ
型
級
と
い
う
か
ら
怖
い
。
近

く
の
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
が
台
風
に
備
え
休
校
と
な
っ
た
。
山
上
に
あ
る
阿
列
布
も
休
む
決
断
を
し
た
。
し
か
し
、

当
日
は
、
朝
か
ら
全
職
員
が
出
勤
し
台
風
に
備
え
た
が
、
午
前
中
は
強
風
で
ど
き
っ
！
と
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、

あ
と
は
台
風
一
過
、
凪
の
よ
う
な
天
候
に
な
っ
た
。
お
陰
で
？
残
務
整
理
、
行
事
の
打
合
わ
せ
等
の
会
議
が
で
き

た
も
の
の
、報
道
に
左
右
さ
れ
休
み
に
し
た
私
の
判
断
は
ち
ょ
っ
と
甘
か
っ
た
ね
。
深
謝
。【
文
／
表
紙　

遠
藤
節
子
】
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【絶対の基本理念】　最終目標であるホスピス建設に向け、新た
な歩みを踏み出した私たちの絶対の基本理念として明文化し、
支援の拠りどころと致します。
　　　無私（私が、私がの心のないこと）
　　　愛　（大切にする心、思いやる心）
　　　内省（深く自分をかえりみること）
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【会員募集】　おりーぶ後援会では、随時会員の募集を行っています。個人会員：1口 1,000円／月　法人会員：1口 5,000円／月　お問い合わせ おりーぶ後援会事務局 TEL:0246－36－3944 FAX:0246－36－3922

おりーぶ後援会は、工房 阿列布を市民の立場から物心両面で支援するボランティア団体です。
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岡
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芋煮会のご案内
今年度より、夏の納涼祭に替えて芋煮会を開催することに
なりました。皆さまから頂いた野菜などを使って、豚汁や
バーベキューを行い親睦を深めたいと思いますので、ぜひ
ご参加ください。

　
九
月
上
旬
に

行
っ
た
社
会
体
験

活
動
で
は
、
ど
の

グ
ル
ー
プ
も
小
名

浜
方
面
へ
出
掛
け

る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ア
ク
ア
マ
リ
ン

水
族
館
へ
行
っ
た

り
、
小
名
浜
美
食

　
中
学
校
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
内
郷

三
中
の
生
徒
さ
ん
五
名
が
福
祉
施
設
の
仕
事
を

　
平
養
護
学
校
に
子
供
が
通
っ
て
い
る
保
護
者

の
皆
さ
ま
が
施
設
見
学
の
為
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
か
ら
は
、
肢
体
不
自
由
児（
身
体
障

が
い
）の
方
々
の
現
状
に
関
す
る
お
話
が
あ
り
、

「
養
護
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
行
く
場
所
が
な

い
。」「
医
療
的
な
ケ
ア
を
行
っ
て
く
れ
る
事
業

所
が
少
な
い
。」な
ど
阿
列
布
で
も
支
援
の
届
か

な
い
身
体
障
が
い
分
野
の
お
話
を
伺
う
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後「
親
亡
き
あ
と
の
施
設
」建
設
に

日　時：平成21年10月31日 (土)
　　　　正午より
場　所：工房阿列布　駐車場
参加費：無料

インフルエンザ対策
　
全
国
的
に
対
策

が
急
が
れ
て
い
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
す
が
、
阿
列
布
で
も
、
玄
関

に
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー
を
設
置
す

る
な
ど
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ピ
ー
ク
と
の
こ
と

も
あ
り
、
今
後
の
推
移
を
見
な
が
ら

十
分
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
た
り
医
療
分

野
と
の
提
携
や

老
化
に
伴
う
身

体
機
能
の
衰
え

に
も
　
対
応
す

る
た
め
の
支
援

体
制
の
構
築
が

急
務
で
あ
る
こ

と
を
感
じ
ま
し

た
。

ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
食
事
を
し
た

り
と
各
グ
ル
ー
プ
に

参
加
し
た
利
用
者
さ

ん
は
思
い
思
い
に
一

日
を
楽
し
ん
だ
様
で

す
。

　
来
所
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
も
ご

協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

体
験
す
る
た
め
に
、

訪
れ
ま
し
た
。

　
利
用
者
さ
ん
と
ビ

ス
作
業
を
一
緒
に
行

い
、
手
早
く
進
め
る

利
用
者
さ
ん
の
作
業

ぶ
り
や
集
中
力
に
、

大
変
驚
き
、
と
て
も

び
っ
く
り
し
て
い
ま

し
た
。

　
9
月
16
日
　
鳩
山
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
は
、
ミ
ス
タ
ー
年
金
！
長
妻
昭

氏
。
年
金
問
題
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
、
は
た
し

て
障
が
い
者
福
祉
も
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
成
り
得

る
の
か
注
目
で
す
。

　
ま
た
、
民
主
党
で
は｢

障
害
者
自
立
支
援
法｣

を
や
め
て
、｢

障
が
い
者
総
合
福
祉
法(

仮
称)｣

を
つ
く
り
、
障
が
い
者
福
祉
を
見
直
す
と
言
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
見

直
し
が
行
わ
れ
る
の
か
、
こ
の
点
に
も
注
目
し

て
い
き
た
い
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
は
長
妻
昭
氏

社
会
体
験
活
動

保
護
者
の
皆
様
が
見
学

中
学
生
の
訪
問

社
会
体
験
活
動

おりいぶ人〔107号〕 2009年９月号


